
​てんちのふみ — ふくざわゆきち​

​てんちじつげつ。とうざいなんぼく。​

​きたをせに、みなみにむかいて、みぎとひだりをゆびさせば、​

​ひだりはひがし、みぎはにし。​

​あさはひがしより、しだいにのぼり、くれはまたにしにぼっして、よるくら​

​し。​

​いっちゅういちやかわりなく、さかいをわけし　ごぜん・ごご。ぜんごあわ​

​せてにじゅうしじ。​

​ときをあつめてひをかぞえ、ひかずつもりて、さんじゅうのかずにみつれ​

​ば、いっかげつ。​

​だいとしょうにかかわらず、あらましわけしししゅうじつ。​

​いっしゅうじつのめいもくは、にち・げつ・か・すい・もく・きん・ど、ひ​

​となぬかにいっしんし、いちねん、ごじゅうにしゅうじつ。​

​だいいちげつのついたちは、としたちまわるときなれど、はるのはじめはな​

​おおそく、はじめてきたるだいさんげつ、しゅん・か・しゅう・とう、みつ​

​きずつ、あわせてさんびゃくろくじゅうにち。​

​いちねんいちねんまたいちねん、ひゃくねんさんまんろくせんにち。​

​じんせいわずかごじゅうねん、おさなきときにおこたらば、おいてくゆるも​

​かいなかるべし。​


